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ZJLt背 く延迫せる体躯供給の握和萩としては.先づ媒染の娘随を極度に戦坪 させることが緊

婆であ り,之がためには通常な'JI苛の凍相が見iJ=問題であることはためてSi+･ろ迄 もなvI

T打管凍梓の合理化は,同時にi星熊の不-JL:金城軌 こ上る災智を未tru7GJJ止する見地からも亦'aJ

相に附ナ可からざる問JBである

qlこらば刊人が姦tl鋭敏 こ於て過行する敬畝に】汁して,枚 も姐切なTlTうでを如何にして選持す心

か ?例-ぱーっの懲酸孔に捜印 75gダイナマイ ト4本を故人するとして,之とは敬させろ'llT
甘地 l何たるものが虫 も姐iS'-C･あるか i紺 lhL管かテ ト.)-ル附替れ 或は久生I舶 守れ

此等の つも†pJれが最 も致炎的てあるか 又上記濃集主 30りg.こ封しては,井野群は何奴のもの

i･採用すればiL'.LLへか, 6枇Lこす可きであるか,或は 3班でも充分てあるれ Jiiに進んで尻上

り7m下.Jlは内管入 りIli;一好呼は.必 して有放であるか 又瓜管, LJl肝等はず際上牧鼎があるか香

れ 即ち位に之が安全に苑行せ らLlるものとすれば,笥鮭の能率t･村越する｣二に於て推丑せ ら

る可き方班であるか否か

此笥;抑加盟を解決ナJ3/_め.二は,説執 こ放て祐E]態熊i･尉 け る軌 揖々つ3''Gを吠用し共

故鬼 を人 比々較ね討すれば止 しい

而るに斯かる椛紐な比松炭軌 こ射して,必ガl淡 く可からざる'h組の惟rl-をIJ.)しく相へると云

ふことが杭州 こ於て止せ軒L苧;11でない 稚両PB人は従水托仰せbれてhiる段 の々析喝雷管の

比較決絵方淡たるものに上って,此閉甑そ班北解決せんとして来たq)I:ある

照 Lたがら此6.の 中･こI二兆 JJJ法√恐 荏 刀もして正確た総裁 を凋illL縛るや否や成る栄位しい

もの Lあること娃- 之,=T!tては曲では田鹿 )域を避ける1.:- g人g)康ln塀する朗である

又伊:-ばi式fl村曲沢怠.小t芯背斜 訳俊の如きも,夫が北米介東川矧lJJplと衣は帥附 l単葉垂

血書の故案にか 1るもの しわるlLl 11たる1111肝発着等J)F%脚勺1E仙 二束ぜられたものとは一世

ほれた し しかしなが ら(FLJL川 trFE)仙方に細 く或力にのみJLさを世 (,抑 土L･辞分的従両群

tf敬を･評ナるが如 き氷もih法であると押せられても抗頴の飴柚がないのみ走らすITに典榊 勺に

云って.JJとの技釘の軌 Iili.隻はfl-炎砂Jノ砂晩 #f也之にiFiするり.SEこ利)IJせられ九三TLルギ-の

大小を測ることに上って血に7iJ甘木iitの使命である起iEJJの仕劣を.1r:船に判WTすることが似

非るか否か旺mる考IJ_Tを礎する閃也であJ-J 勿冶7L:の=えル4･一に上って音響のエ不ルギ-を

稚せんとするが如き越 しLへ･!･II和まないてあ らう しか Lな1,.り(1lI の1,に辞を山てするもfLl各級

建築rこ1対して,必 しら川堤J)哩曝攻)ゝそ事那きし柑Titr･部貧があるJIL斯かる仕耳土の大小が,

妹熊にfけ る起鞍1)のtty;_正比†ヲするJOであることを,矧 二姫明して光れたい限 り此姪の

仕IP丑を孤児 Lで品-TFD感J)をAlJ児 することの安常世を正にで丁泣するととは山水たい

案するに石英砂破砕釈放のbJlをも'Et{うでの娘ノ)を直に砂の似抑こ通用することな く,･FhLl字と砂

との中FuJにi碁韓を介iL=させJll相 は砂の成規に典へ,-3ことな く塀にiさ苑と起爆するにf17め,砂の

併称虻に上ってi基集が'/'C～金に仏竣 したか否れ 即ち乍打管の碇))が1き戦を',t=悌させる掛 こ於て.

' i-_点群茄繰言で骨it
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映 くる析がなかつ如 ､香かを検討することししては如何.此方淡はダイナマイ トを介准させる

は匁抜上,ダイナー<･イトの俵件を 技に休つことが絶妙 こ必超であるが,i募集の作J71が雷管上r)

も砂を瀞称するに述部であり.且強))であるから,夫1L･'け介魂的nj1鵬に近い抹姓が織 られる

のではないか

斯 く乃-るとuJ*教授者 J-.井蛙兎｣併鞍の感度択抜即ち射管脈 に上って之とF再建せる嬢

策と感を殉煤せしめ,共感畑する放大柾徒を測定する方法ri,他の不完重な柳津的経 とは淋

I)召人が牛邦主現せる尭体))JC物を正接剛史する獣に於て.他のIJJJ法上Dも並に小起せ ])と捕

ナ可さである しかしながら軟投が指摘してわ;られる如 くTli管と鞭也とを%.'新せしめる耳際蚊

州の棚合と興 り.町有の漣波が益封巾を舛辻するm係上手,一雄 の姓-を耕し無 く.又薬包と符廿

との榊が同一心線｣･にれるかぜかに上って皐.-.Aの上に甘い骨化を生すろ映鮎がある

掬也に於て現今JLkい;し超せる一lI相 沢蛤LJJ法とLて一般に仙北せらitて居る鈍ナむ脚 毅 も亦

他の間接方法と外り,てⅠ‡好が土糊 に及ぼす走は))を改姓皮紋 するものではあるが,非牌 たる

や和典の I.-チルに限定せられ,｣L嫁菜の成分としてl土必感のTLい鈍感粥を特ItiR合するもの
である 従両者人の秋する終乳性夢鮎紬 のものに見て巨=lzに駄陰を施すととが出水たいのみな

らず.釈-ばiuんの人さ,井他 t-｡チルの相恩韓に上って応41-せられるなど瓜る赦妙なは見様が

ある.托而此武投に托HI忠の妓Nと典撫とがP要である

之を粥するに,蕗等頚山淡輔に於ける火触 使用者が.JZlt幣訳晩方淡の姑伸す可き樵件とし

て姿繋 すLlきもの帆 概ね攻の如くセはなからうか

(1)fi:机監共地組 エネルギーの人小に上って推泣する肘腰 n'Ibt絵でなく,起tFJ)非物i･血

は政収 するは勿乱 相成るLiIくは現要にE!P懸したきt袋であること

-i)鞘定g)1棟 を封敏とするものでなく,少くも群山淡tJLに放て班川する各班堪難を,鈍感

剤を批和するが如きことたく苅fEの見た態に放て白山に択抜し糾われること

Jl'(け･'GFを丑の私 様改心 まrH形術稚 T-執 こ上って共J凋閏に放射せらLtるJ或-)Jは管)tt或は管

FVfjLは管dq等夫 方々向に上って甘 く邦る7め.1Il'rY偶閲の止旧約外-JJ向に於け,3FR力分布欣倍

を尖'Ihn糾し fliられること

例へば故の班:Tや仙訳怠久は粒較fT掛,針鮫防疫釈放が生として料ALこ助く戚J)を測るにLl

L,flH在穿孔,使瓜訳榊 Lt北方向の収ノ)をa(租Lて)i,らね 斯 く特史方向に瓜鰍 ..'J取せられ
た択抜では,他の姐別のをモ壌l次fl'ほ 綜今JT1黙したければTZI貯成ノJV)金塊を水ひ知ることが山雅
たt,～ 絞約に山寸岬事純凝そ稚する破な寿お水ともなる 維Efti鵜殊のjめ合以外斯かる訳態は灯士

しくた いこ と

斯様にして幼納札戟熊の際i姓兼に対して3(とも有放迫Jjは l̀I柵 の比枚方杓を決鬼することが出

水るし,跡 こ特殊Tl相 の放雄一即ち作成のIl1JLiq或は内帝11rTl人巧乃-I-一段に上ってtl符 DlC1Jを希Ti

するjJIpl.=yitl11 ることかⅧ朽 卜如何たる摺鉦道連成せられて成るか女疎めることM i来る

(Jl特兎の鼓紬を有する書!"嬢 でなくとも.iaLJ茨 韻 〇･一枚技術者が'蘇易く飽rlすることが

LtS煎,両 も恥 rl純な串..1兆を那 書L柑 られること

着人は斯界の梱成熟 こよって.北等の伎作を浦足させる閉脚 こして姐切なるyJf背の訳段1}班

那,時節柄-EIもJllく公炎せられる凝滞うこと棒大9]たるものがある

(.J.畔 をBLて7Lf人が親如 ･の方担ほ 19.に附JLEして各位の抑参勤 こ供 しLRい

祈-比は大砲の形にiTL似する′ト跳関のf勺部に於て磯pEを施し,邦似ノ)のため坂村せられる胞
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丸のA作法を測って.姓集が完垂に搬顎したか否か女知 らんとするものである 由の紘Il'-は従8.i

坑内に放ける戦畝孔rrlltRの内搾とし.之に析姿穀の苑包及T}'て汀肝を杭州 こ放けると同株7)状漁

で裁人する 釈放の休作ケ一皮するため,集包の前後にギーY,ブを残さぬ棟,燕也の肘鴇は砲

丸と横伊せしめ,彼林は好沌扱々の剛櫨を適宜細合せて41溢する 他の後欄は,は萌9t他を敗

退純伴に川し入れするため大砲の尾除式倍速とし,井中央にはqE失態蝕Ju蝶紐を汲する′JqLを

設ける 砲の前年は砲丸にigE合する戊後半にLf:して井内筏を著しく大く設aIL,訳最 D群は砲

丸を常に?【点炎1怖朗虎の比哩から勧 fさせる 釈投甥所の措il旅_ヒ私人の射杜を制限する必礎の

ある時は,約年の挺身を乾くして迦JJの漸 く吋 明を塩掠すれば加.しい 夢虫の蕪也によって敬

射せられる幼列なるFRJJが砲の内攻と1兵船し,

4この続投に対して抹件の不同を生するが如きこ

とのたvlは脊娘を畢すること勿論であるが,厚

く畏ま1-たる砲身と砲丸敬射茨社に上る確1Jの解

放とに上って之とFJ]止する 斯 くても山砲身を

磁inする艇があるならば,之に肋 く4壬J)を鐘和

するためIT.犯罪二法のhlくr:1鞄を抑mTれば五二

しレ､




